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一般社団法人 日本経営協会・中部本部

「第42回　改善・提案活動　中部大会」 参加申込書60011187

500 名

平成30年 9月 6日（木）  
10：00～16：30

日 時

第42回　改善・提案活動　中部大会

～価値創造ＫＡＩＺＥＮ～
‒みんなが主役！　仕事・職場を変える「改善・提案活動」‒

平成30年9月6日（木）

改善・提案研究会 中部・関西本部

愛知県産業労働センター（ウインクあいち）
2F大ホール【大会会場】
5F小ホール1【併設展示会会場】
愛知県名古屋市中村区名駅４丁目4-38
電 話 （052）571-6131

開催日の3営業日前～前日迄30％、開催当日は全額をキャンセル料
として申し受けますので、あらかじめご了承ください。キャンセルについて

株式会社ウサギ　代表取締役
たかはし     　   しんぺい

高 橋  晋 平 氏

NHK サッカー解説者
国士舘大学体育学部　客員教授

やまもと   　     まさくに

山 本  昌 邦 氏

会 場
愛知県産業労働センター
（ウインクあいち）

□不要

2F 大ホール

5F 小ホール1

●JR名古屋駅桜通口から
　ミッドランドスクエア方面
　徒歩5分
●ユニモール地下街
　5番出口　徒歩2分

旧大名古屋
　ビルヂング

桜通ユニモール地下街 5番出口
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『一生仕事で困らない！
　　　　　　 企画・アイデアのつくり方
　　　～どんどん思いつく仕組みを身に付ける～ 』

『一流選手から学ぶ
　　　　　　　目標達成へのプロセス』

日本経営協会ホームページ http://noma-chubu.jp/

合計参加人数　　　　　　　名

参加料（有料）　　　　　　 名×＠￥ 　　　　　　　＝￥

内、無料招待　　　　　　　名

導入講演テーマ 記念講演テーマ

　本大会では、中部地方の企業の「改善・提案活
動」を行っている方を対象に、「改善・提案活動」の
事例発表・講演から、「改善・提案活動」の活性化
と推進のヒントを掴む場として開催致します。
　サブ会場では、毎年ご好評を得ております「改
善事例・提案用紙等」の展示もおこないます。昨年
は、文部科学大臣賞を含めた優秀改善事例の展
示を行い、多くの参加者にご覧いただきました。今
年もご期待ください。

企業・団体の提案者、提案事務局担当者、
提案推進委員、グループ員、グループリーダー、監督者、管理者の方々

①日本ガイシ株式会社(優秀提案改善事例)
②東レ株式会社(優秀提案改善事例)
③トヨタ車体株式会社(優秀提案改善事例)
④大同マシナリー株式会社(優秀提案改善事例)
⑤豊田市役所(事務局・推進者事例)
⑥トヨタ自動車株式会社(事務局・推進者事例)

活動事例発表企業

ご参加いただきたい方々



【事務局・推進者事例】

【優秀提案改善事例】10:00～10:10

11:20～12:40

12:40

13:40

※当日の進行状況によっては休憩が取れない場合もございます

10:10

11:20

※進行状況により、スケジュールが変更になる場合があります。

▲メイン会場の様子 ▲サブ会場（事例展示会場） ▲ていあん相談コーナー

私達は、衣浦工場で生産現場の困りごとを改善する業務を担当しています。
からくり改善®を通じて、若手の人材育成と創意くふう提案活動を活性化させる為に、取組んだ３年間の活動を改善
事例を交えご紹介します。

豊田市役所では、長年に渡って職員提案制度を実施していましたが、近年、マンネリ化から参加率が徐々に
低下していました。この状況を打破し、改善風土を復活させるために取り組んだ活動をご紹介するととも
に、今後の展望について御紹介します。

『一生仕事で困らない！ 企画・アイデアのつくり方
　　　　　　　　　　 　～どんどん思いつく仕組みを身に付ける～』

●〈ていあん相談コーナー〉改善・提案研究会アドバイザー
●〈改善事例展示・現物展示・交流コーナー〉
※5Ｆ小ホール1へ自由にお入り下さい。

株式会社ウサギ 代表取締役 高 橋 　 晋 平 氏

1979年秋田県北秋田市生まれ。東北大学大学院情報科学研究科修了。2004年株式会社バンダイに入社。第
1回日本おもちゃ大賞を受賞した「∞（むげん）プチプチ」や「∞エダマメ」、自分の本名が冠になった「瞬
間決着ゲーム シンペイ」他、50点以上の玩具の企画開発、マーケティングに携わる。退社後、2014年に株
式会社ウサギを設立し、現在は、玩具開発や企業などと共同での新商品・新サービスの開発に携わる。
2013年、TEDxTokyoに登壇した際のアイデア発想に関するプレゼンテーションがTED.comにピックアッ
プされ世界に配信された。
《主な著書》
『一生仕事で困らない企画のメモ技(テク)』（2018年　あさ出版）
『アイデアが枯れない頭のつくり方』（2014年　CCCメディアハウス）　他
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日本ガイシ株式会社
愛知製鋼株式会社

　　　              アイシン精機株式会社・オーエスジー株式会社・株式会社大
塚製薬工場・株式会社小糸製作所・中部電力株式会社・株式会社デンソ－・
トヨタ自動車株式会社・株式会社ニデック・パナソニック株式会社・ホシザ
キ株式会社

【事務局・推進者事例】

日本ガイシ株式会社

「素材係の消耗品費削減
　　　 ～ 外注業者が出来たなら自分達にも出来る！ 手加工への挑戦！～」

エレクトロニクス事業本部 金属事業部 製造部 素材グループ 素材係 榊 原  周 平 氏

【優秀提案改善事例】

素材係の消耗品費（年間約７５００万円）のうち、黒鉛費用が約９０％を占めており、製造部の生産性向上目標１０
％に向け、黒鉛費用の圧縮に取り組みました。 
外注業者に再加工を依頼し、一定のコストダウンは達成できましたが、メンバー全員で「外注業者が出来たのなら自
分達にも出来る！」とチャレンジし、達成できた成果を報告します。

業務改善のアイデアが何も思いつかない。改善に結びつくと思ったアイデアを提案したら否定された。同僚の評価が恐くて
アイデアを話せない、といった経験をお持ちの方に、国内外累計 335 万個を販売した「∞（むげん）プチプチ」などのヒット
商品を手掛けたクリエーターから、企画・アイデアづくりのヒントをお伝えします。

女性メンバーが苦痛と感じていた梱包材供給の重筋作業を解消するため、作業姿勢や動作を数値・定量化して問
題点を見極め、対策は改善能力を向上させるため動力源を使わずに供給できる仕組みに拘り、メンバー全員が支
え合いながら問題の本質的解消に繋げる事ができた事例です。

【優秀提案改善事例】トヨタ車体株式会社

「新メンバーの元気を取戻せ！梱包材供給工程の作業負荷軽減」
刈谷工場　生産管理部 刈谷補給・内製課 サービスパーツ整備係 立 川  佳 佑 氏

板 倉  右 京 氏

吉 原  雅 文 氏

事例発表

●「改善・提案研究会」のご案内

　一般社団法人日本経営協会は、昭和33年に創立された日
本提案活動研究会（その後、日本提案活動協会に名称変
更）の事務局をお預かりし、長年にわたり改善・提案活動
に関する諸活動のお手伝いをしてまいりました。日本提案
活動協会は、独立した団体でしたが、平成12年度から本会
が、その事業を受け継ぎ、名称も「改善・提案研究会」と
改め、様々な事業を実施いたしております。

大 久 保  若 穂

13:50

14:50

15:25

16:25

14:50～14:55
14:55～15:25

16:25～16:30 一般社団法人 日本経営協会　常務理事・中部本部長

『一流選手から学ぶ目標達成へのプロセス』
NHK サッカー解説者
国士舘大学体育学部　客員教授 山 本  昌 邦 氏

　1958年生まれ。国士舘大学卒業。1980年、日本代表としてFIFAワールドカップ（スペイ
ン）アジア地区予選出場。1981年、ヤマハ発動機（現　ジュビロ磐田）サッカー部入部。
1982年、日本サッカーリーグ2部優勝。1983年、第62回天皇杯全日本サッカー選手権大会
優勝。
　引退後は、選手指導に力を入れている。1998年10月、日本代表コーチ就任。2002年6
月、FIFAワールドカップコリア・ジャパン　ベスト16.７月、日本代表コーチ兼日本代表五輪
監督就任。２００３年１月、日本五輪代表監督専任。2004年8月、アテネ五輪出場。11月、
ジュビロ磐田監督就任。2006年6月、ジュビロ磐田監督辞任。2007年から現在に至るま
で、サッカー解説者として活躍中。2009年、国士舘大学体育学部客員教授。
　主著に、2018年4月「サッカー教養講座」（共著・日本経済新聞出版社）、2014年11月
「敗戦から未来へ　ブラジルW杯テクニカルレポート」（宝島社）、2014年4月「深読み
サッカー論」（日本経済新聞出版社）等。

川口委員長より事例発表者に贈呈

●〈改善事例展示 ・ 提案用紙の提示等〉※5Ｆ小ホール1へ自由にお入り下さい。

※からくり改善は公益社団法人日本プラントメンテナンス協会の登録商標です。

豊田市役所

「改善モチベーションのＶ字回復に向けた階層別アプローチ」
総務部　行政改革推進課　主査

トヨタ自動車株式会社

「からくり改善®で若手は育つ！
　　　～ものづくりは、人づくり　人も職場も毎日がチャレンジ～」

衣浦工場　製造エンジニアリング部　改善係　工長

事例発表

昼食・休憩

私達が保全管理をしている自動研削機では、突発故障が発生することがあり、特に材料送り機構の"竪軸"故障では取
替作業が製造工程を全て停止させる場合もあり大きな損失につながります。
そこで材料送り機構の修理形態を状態監視保全とし、竪軸構造改善など諸改善を実施しました。寿命延長と突発故障
ゼロを実現し安定稼働に貢献できた事例を発表します。

大同マシナリー株式会社

「みんなが得する竪軸寿命延長 ～突発ゼロで安定稼働へ～」
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ事業部　ﾒﾝﾃﾅﾝｽ第 1 部　設備保全室　整検チーム

たてじくじゅみょうえんちょう

松 口  和 久 氏

川 口  定一般社団法人 日本経営協会

【優秀提案改善事例】

現場力向上のためには、最前線にいる私達が「診る目」を持って問題を見極め、自ら改善や生産管理を進める
ことが大切です。
本発表では現場の課題に対して原理原則や生産系ビッグデータによる解析により徹底的に現状把握し、原因究
明することで生産性向上に繋げた事例を元に、現場改善に必要な「診る目」についてご紹介します。

東レ株式会社

「現場力向上のための考動力 ～蒸留塔の洗浄周期安定化～」
東海工場　ポリマー製造部　ＰＰＳ生産課　技術Ｇ 大 内  一 真 氏

　第42回 改善・提案活動 中部大会　総合プログラム


